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表 1 胃癌:被爆時年齢，被曝線量による相対危険度 (1950-77)
(山本ら， 1986年)
被爆時年齢
T65D in cGy 
。 1-49 50-99 100-199 200+ 
0-9 1.0 0.7 0.6 1.1 4.2* 
10-19 1.0 1.3 2.2 2.6 3.8*本事
20-19 1.0 1.1 1.5 1.4 2.2*柳本
30-39 1.0 0.9 0.8 1.0 1.4 
40-49 1.0 1.0 1.9 1.1 1.4* 











大腸癌に関しては， 1950年~1980年での検討が行われた (Nakatsuka， Ezaki， 
1986年)。大腸癌は直腸を除けば，被曝線量と癌発生頻度は正の相闘を示してお
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で検討がされた(岸川ら. 1983年)0 2 km以内の被爆者283例のうち，子宮の悪
性腫虜は5.3%で，非被爆者の7.2%より低い値であった。一方，生検・手術材
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